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水戸地方法務局

　下妻二高は、先生方の手厚いサポー
トや充実した学習環境の下で学校生活
を送ることができるところが魅力だと
思います。普段の授業などで私達に有

益な資料を用意してくださったり、面談を通して生徒にあっ
た学習の仕方やアドバイスをしてくださったりしました。
特に入試の際は、先生方が志望校の過去問だけではなく似
た傾向の問題の用意や、小論文の添削や面接練習などを最
後の最後までサポートして頂いたので、自信を持って入試
に挑むことができました。その結果、無事に第一志望の大
学に合格することができました。また、国際理解教育に力
を入れている下妻二高では国際交流や語学研修に参加する
ことができ、私は先生方からの薦めで両方に参加しました。
語学研修では放課後のALTの先生との英会話レッスンなど
を通して日常生活や礼儀について学び、現地で困らないよ
うに様々なことを学びました。英語への理解が深まり特別
な思い出になったと感じています。
　一年生では特進クラス、二年生からは文・理コース、学
習室を利用した自習など、それぞれの進路にあった学習環
境が豊富です。下妻二高で学校生活を送る皆さんが学習面
でも生活面でも充実することができ、楽しい高校生ライフ
を送ることができることを願っています。

　下妻二高は、自分のやりたいことに
全力で取り組める学校です。部活動の
種類が豊富で、進路選択の幅も広く、
自分に合った学校生活を送りながら、

自分が決めたことに集中できます。そのような環境で３年
間を過ごし、勉強や部活動、私生活など充実した理想の高
校生活を送ることができました。また、文化祭やクラスマッ
チなどの学校行事では、クラスメイトと協力しあうことで
絆が深まり、さらに学校生活が楽しくなりました。
　先生方の手厚いサポートがあるのも下妻二高の魅力です。
私は吹奏楽部に所属していましたが、顧問の先生の助けが
あり、部活動と勉強を両立することができました。また、
公務員試験対策では、先生方が放課後の面接練習に何度も
付き合ってくださり、練習の成果を本番の面接試験で発揮
することができました。公務員を目指す中で辛いことも多々
ありましたが、先生方の応援で内定まで頑張り切ることが
できました。
　友達や先生方に恵まれ、下妻二高で過ごした３年間を大
変充実させることができました。下妻二高を選んで本当に
良かったと思っています。皆さんも是非、下妻二高で、楽
しく充実した学校生活を送って欲しいです。

　勉強と部活動のどちらにも力を入れ
て取り組むことができるところが下妻
二高の魅力だと思います。私自身も、
女子ソフトボール部に所属していまし

た。部活動ではチームの仲間と切磋琢磨し、友達と互いに
高め合いながら学習に勤しみ、とても充実した３年間を送
ることができました。
　また、下妻二高の先生方は進路についての相談に、とて
も親身になって寄り添ってくださいます。志望校や模試の
結果について何度も相談させていただいた際、先生方が真
摯に向き合ってくださったことで不安が払拭され、前向き
に取り組むことができました。
　クラスマッチや体育祭ではクラス一丸となって全力で取
り組み、文化祭や修学旅行は全力で楽しみ、３年間でかけ
がえのない思い出を作ることができます。
　皆さんにはそれぞれ目指したい目標や、叶えたい進路が
あると思います。私が進路実現の上で重要だと思ったことは、
諦めないことです。自分の目標に向かって粘り強く、努力
をし続けてほしいと思います。
　私は１年生の時にスクールガイドで、下妻二高を選択し
て良かったと書かせていただきましたが、もう一度同じこ
とを言いたいと思います。この学校に来て本当に良かった
です。皆さんにもそのように思える生活を、下妻二高で送っ
ていただきたいです。皆さんの高校生活が充実したものに
なることを願っています。

　私は下妻二高で、生徒一人ひとりの
夢に真摯に向き合い、全力で応援して
くださる先生と出会いました。志望校
に合格できたのは、その挑戦を提案し

てくださった先生の一言から始まったのです。
　入学当初、自分には限られた選択肢しかないと思い込んで
いました。実力相応な大学に入れたらいいと漠然と考えてい
ました。でも何事も全力な先生の言葉が自分に刺さり、その
おかげで視野が広がり新たな道が開けました。
　受験期には友人と一緒に昼休みに図書館へ行き、ひたすら
勉強しながら進路について語り合うのが日課になっていました。
志望校の判定が上がらないと嘆きながらも、互いに励まし合
う時間はかけがえのないものでした。そんな時、先生方が何
気なくかけてくださる労いの言葉が「支えてくれる人に良い報
告をしたい」という思いになり、受験勉強の原動力になりました。
　特進クラスでは毎朝個々の目標に向かい黙々と努力する姿
があり、自然と勉強に取り組めました。とはいえ勉強一辺倒
の生活ではありません。体育祭ではクラス一丸となって本気
で勝ちを目指し、文化祭も楽しむ。こうした恵まれた環境で
高校生活を過ごせたことを幸せに思います。
　これから人生の岐路に立ち、不安や迷いが増えることもあ
ると思いますが、妻二の先生方や仲間と自分らしく充実した
高校生活を送れることを心から願っています。
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